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'こ
19胃

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
の
選
史
と
今
後
に
つ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
管
弦
楽
団

が
っ
て

「東
高
音
楽
同
好
会
」
と
称
す
る
支
援
団
体

が
あ
り
、
広
く
同
窓
会
員
各
位
か
ら
理
解
と
資
金
を

得
て
我
々
を
長
年
支
援
し
て
く
れ
た
が
、
会
員
の
高

齢
化
と
減
少
に
伴

っ
て
つ
い
先
頃
自
然
消
滅
と
な
り

た
。
初
代
会
長
は
故
篠
島
秀
雄

（１
文
甲
）
氏
で
、

２
代
日
　
散
出
潤
国
保

（１
文
甲
）
氏
、
そ
の
あ
と

発
起
人
の
一
人
た

っ
た
故
横
山
正
克

（４
文
乙
）
氏

が
３
代
目
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
没
後
に
石
黒
　
隆

（‐７
理
乙
）
氏
が
４
代
目
会
長
と
な

つ
て
、
支
援
の

輪
を
更
に
拡
げ
て
く
れ
た
。
そ
の
努
力
と
功
模
に
対

し
感
謝
の
気
持
ち
を
表
明
し
た
い
。
横
山
、
石
黒
面

氏
共
に
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
オ
ケ
の
代
表
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

た
が
、検
山
氏
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
、石
黒
氏

（■

在
は
オ
ケ
名
誉
代
表
）
は
初
め
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を

吹
き
、
今
で
も
オ
ケ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
　
メ
ン
バ
ー
と

し
て
オ
ー
ボ
エ
、
コ
ー
ル
　
ア
ン
グ
レ
ー

（イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
　
ホ
ル
ン
）
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
タ
フ

な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
な
お
今
回
、
原
稿
作
成
が

オ
ケ
に
在
議
す
る
私
に
回
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
内

容
は
オ
ケ
に
優
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

何
卒
ご
容
藪
願
い
た
い
。

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
は
存
競
す
る

昨
年
オ
ケ
　
コ
ー
ラ
ス
協
議
の
結
果
、
同
窓
会
解

散
後
も
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
は
存
続
し
、
洟
奏
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
①
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ

は
実
体
の
あ
る
音
楽
団
体
と
し
て
存
続
可
能
、
②
特

に
秋
の
定
演
は
オ
ケ
　
コ
ー
ラ
ス
が
兄
弟
団
体
と
し

て
共
催
。
会
場
確
保
、
聴
衆
動
員
の
面
で
も
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
①
ヱだ
演
の
日
玉
と
し
て
、
曲
目
最
後

に
同
窓
会
ω
聴
衆
も
舞
台
に
上
っ
て
東
高
校
歌
を
全

員
合
唱
す
る
が
、
こ
れ
が
楽
し
み
で
毎
回
来
ら
れ
る

∝
も
多
い
。
中
に
は
昨
年
７
月
亡
く
な
ら
れ
た
故
大

石
松
三

（５
理
甲
）
氏
の
よ
う
に
　
ご
高
齢
に
も
か

か
わ
ら
ず
毎
回
欠
か
さ
ず
ご
来
聴
く
だ
さ
っ
た
大
先

輩
も
お
ら
れ
た
こ
と
は
私
失
の
感
激
の
至
り
で
あ

り
、演
奏
に
も
励
み
が
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

Ｏ
東
高
の
音
楽
活
動
の
始
ま
り

元
来
は
東
高
創
設
期
、
大
工
■
年
の
尋
常
科
開
護

時
に
前
記
の
故
出
淵
目
保
氏
、
故
朝
比
奈
　
隆

（１

文
乙
）
氏
ら
に
よ
る
ハ
モ
ニ
カ

バ
ン
ド
に
始
ま
り
、

大
正
Ｍ
年
の
高
等
科
開
設
に
伴

っ
て
こ
れ
が
器
楽
合

奏
に
進
化
。
昭
和
３
年
に
は
東
高
開
校
記
念
式
典
で

早
く
も
オ
ケ
演
奏
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
の
が
故
横

山
氏

（薔
記
）
の
議
に
よ
る
有
史
以
前
の
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ

の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
コ
ー
ラ
ス
活
動
も

盛
ん
と
な
り
、
昭
和
２
年
の
第
１
回
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
を
果
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
の
原
型

は
ハ
モ
ニ
カ
。
そ
の
始
社
の
一
人
で
あ

っ
た
朝
比
奈

氏
が
後
に
関
西
交
彗
鬱
団

（現
　
大
阪
フ
ィ
ル
）
を

創
設
し
て
、
日
本
の
発
書
楽
国
の
草
分
け
の

一
つ
と

い

て

代
表
委
員
　
一二
田
康
久

（２３
理
乙
１
）

遂
に
同
窓
会
は
解
散
の
時
を
迎
え
、
本
誌
も
最
終

号
発
行
の
や
０
な
さ
に
至
っ
た
。
東
高
の
音
楽
活
動

を
引
き
継
ぐ

「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
松
本
義
明

ａ^
理
乙
）
氏

（管
弦
楽
団
の
ブ
ィ
オ

ラ
奏
者
、
同
窓
会
担
当
の
特
任
役
員
）
が
本
誌

「掲

示
板
」
欄
に
毎
日
の
演
奏
会
を
予
告
褥
載
し
て
こ
ら

れ
た
が
、
今
回
最
終
号
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
の
概

要
や
話
題
、
コ
メ
ン
ト
等
を
載
せ
た
い
と
の
編
集
子

の
意
向
も
あ
り
、
私

（三
田
　
２３
理
乙
、
管
弦
楽
団

代
表
委
員
）
が
記
事
を
書
く
よ
う
松
本
氏
か
ら
話
が

あ
っ
た
の
で
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
と

「音
楽
同
警
会
」

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
に
は
管
弦
楽
団

以^
下
オ
ケ
と
略
す
る
）

と
合
唱
団

同^
コ
ー
ラ
ス
）
の
ニ
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ

て
、
毎
年
秋
の
定
期
演
奏
会
を
再
団
共
催
で
実
施
し

好
評
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
通
常
別
行
動
を

と
っ
て
お
り
、
オ
ケ
は
毎
春
独
自
に
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
な
お
両
団
に
ま
た
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な
つ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

Ｏ

。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
・
の
名
付
け
嬢

こ
れ
が
誰
か
に
つ
い
て
、
私
の
記
憶
で
は
、
オ
ケ

が
ま
だ
中
野
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
を
練
習
場
と
し
て
い
た

頃
、
体
議
時
に
散
加
藤
正
夫

９^
理
乙
）
氏

ヴ^
ア

イ
オ
リ

ン
）
が

く
易
一ｏ
９

８
８
σ
ｏ̈
Ｒ

↓
，

ｏ
，

↓
ｏ
Ｓ
一Ｌ
朦
■
ｃ
と
い
う
名
称
を
我
々
に
説
明
し
て

く
れ
た
こ
と
か
ら
、
加
藤
氏
が
深
く
関
わ

っ
て
お
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
同
氏
は
ベ
ル
リ
ン
　
フ
イ

ル
の
メ
ン
パ
ー
に
友
人
が
多
く
、
同
団
来
日
公
演
の

際
に
は
彼
ら
が
暇
を
作
っ
て
楽
器
持
参
で
加
藤
邸
に

集
い
、
「
お
遊
び
演
奏
」
に
興
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｏ
織
習
■
の
確
保

こ
れ
に
は
ど

の
オ
ケ
も
頭
を
痛
め
て
い
る
が
、

我
々
は
或
る
時
期
か
ら
長
年
に
わ
た
つ
て
素
晴
ら
し

い
場
所
を
利
用
で
き
た
。
国
友
の
元
　
オ
ー
ボ
エ
奏

者
、
水
上
高
里
夫

（２５
回
）
氏
の
尽
力
に
よ
る
も
の

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
藤
に
は
故
杉
浦
敏
介

（４
文
甲
）

氏
の
ご
理
解
が
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

Ｏ
指
導
者
に
つ
い
て

初
期
の
頃
の
演
奏
会
で
は
指
揮
も
東
高
ＯＢ
が
担
当

し
た
。
昭
穆
”
年
、
「第
１
回
」
と
銘
打

っ
て
再
開

さ
れ
た
定
演
で
は
、
指
揮

故
佐
藤
京
三

６^
文
丙
）

氏
と
石
黒
氏

（前
記
）。
佐
藤
氏
は
ビ
ア
ノ
協
奏
山

ビ
ア
ノ
　
ソ
ロ
を
、
ま
た
石
黒
氏
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

五
重
奏
山
で
は
ク
ラ
　
パ
ー
ト
を
担
当
さ
れ
る
と
い

う
活
躍
ぶ
り
。
こ
の
時
期
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
ト
ツ

プ
は
名
手

高
見
頴
郎

（２‐
理
甲
）
氏
で
、
以
降
ず

っ

と
当
オ
ケ
の
コ
ン
サ
ー
ト
　
マ
ス
タ
ー
を
務
め
ら
れ

た
。
第
５
回
定
演

昭^
和
夕
年
）
以
降
は
佐
藤
氏
の

ほ
か
に
丼
上

一
美

％^
回
）
氏
も
指
揮
者
と
し
て
加

わ
り
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
多
様
化
と
演
奏
技
術
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
。
現
在
は
新
進
気
鋭
の
プ
ロ
指
揮

者
　
久
世
武
志
氏
に
正
指
揮
者
を
委
嘱
し
て
、
そ
の

指
揮
を
４
年
前
か
ら
受
け
て
い
る
。

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
の
構
成

「神
話
時
代
」
の
よ
う
な
ハ
モ
ニ
カ
　
バ
ン
ド
の
音

出
し
以
来
∞
年
余
。
オ
ケ
の
構
成
は
当
然
な
が
ら

年
々
東
高
色
が
簿
れ
て
、
今
は
現
役
メ
ン
パ
ー
“
名

中
、
東
高
”
は
僅
か
数
名
と
な
っ
た
。
構
成
を
出
身

別
に
見
る
と
　
Ｏ
東
高
い
、
②
東
大
オ
ケ
∞
　
③
東

大
附
属
狡
ω
、
④
慶
応
ワ
グ
ネ
ル
ω
、
Ｏ
早
稲
田
オ

ケ

ＯＢ

、

Ｏ

ｎ

長

銀

オ

ケ

ＯＢ

、

Ｏ

Ｊ

Ｒ

オ

ケ

グ

ル

ー

プ
、
そ
の
他
以
上
の
メ
ン
バ
ー
の
子
女
、
夫
人
　
友

人
な
ど
多
数
。
こ
れ
に
他
の
オ
ケ
　
メ
ン
バ
ー
や
元

プ
ロ
　
セ
ミ
プ
ロ
の
演
奏
家
な
ど
約
”
名
が
エ
ク
ス

ト
ラ
と
し
て
応
援
参
加
し
、
総
勢
“
名
の
フ
ル
掘
戌

交
響
楽
団
を
構
成
す
る
。
人
員
の
確
保
も
仲
々
大
変

で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
コ
ー
ラ
ス
の
構
成
は
平
成
お

年
現
在
で
男
芦
２２
名
、
女
声
２０
名
の
計
″
名
．
出
身

別
で
は
東
高
１２
　
東
大
附
属
校
∞
と
、
附
属
校
の
貢

献
度
が
非
常
に
高

い
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
―

コ
ー
ラ
ス
の
知
久
　
徳

（２３
理
甲
）
団
長
　
期
野
逸

奥

（２３
理
甲
）
指
揮
者
等
の
デ
ー
タ
か
ら
で
，。
な
お

東
高
い
か
ら
は
プ
ロ
の
演
奏
家
も
輩
出
し
て
お
り
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
三
川
　
工具
１９
理
甲
）氏
、
ホ
ル
ン

の
安
藤
榮
作
（″
理
乙
）
氏
な
ど
が
そ
の
倒
で
あ
る
。

０
オ
ケ
規
”
の
制
定

紅
織
近
代
化
の
一
環
と
し
て
、
石
黒
氏
が
食
表
時

代
の
平
成
１６
年
に
団
の

「規
約
」
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
規
約
草
案
の
起
草
に
当
っ
て
は
、
ヴ
ィ
オ
ラ
奏

者
の
芝
　
祐
邦

（”
理
甲
）
氏
が
中
心
と
な
つ
て
カ

を
尽
く
さ
れ
た
が
、
複
雑
怪
奇
な
オ
ケ
と
い
う
組
織

体
の
運
普

（経
営
と
管
理
）
に

一
つ
の
行
動
規
準
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
の
今
後

実
質
∞
年
余
の
歴
史
を
背
負

っ
た
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
は
、

管
弦
楽
団
　
合
唱
団
共
に

「今
後
も
存
続
」
の
途
を

選
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
団
員
と
し
て
直
接
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
多
く
の
先
輩
　
団
友
諸
氏
の
ご
努
力
に
歌
意

を
表
す
る
と
共
に
　
聴
衆
と
し
て
支
え
て
下
さ
っ
た

同
窓
生
そ
の
他
フ
ア
ン
の
方
々
の
ご
支
援
に
心
か
ら

感
議
し
て
い
る
。
来
聴
者
を
分
析
し
て
み
る
と
、
“

自
体
が
総
体
で
減
員
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
今
で
も
新

し
い
の
フ
ア
ン
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
誠
に
有
難
い
。
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一
般
の
フ
ア
ン
も
勿
論
そ
の
幅
を
拡
げ
て
い
る
。
秋

の
定
演
で
は
「来
聴
者
六
〇
０
人
」
を
合
い
言
葉
に
、

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
の
足
許
を

一
段
と
国
め
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。


